
 

 

６月議会 大山よしかずの 議会質問より 

 

質問 

答弁 

答弁 質問 

「警察白書」によると 13 歳未満の児童が巻

き込まれる事件・事故が年々増加傾向にあ

る。当市では「防犯ブザー」が活用されてい

るが、スマフォと連動してリモート見守りが

できる子供用 GPS が注目されている。導入費

用を補助する自治体もでてきている。当市で

も費用助成できないか＞ 

２０４０年を視野に高齢者の

外出及び買物支援について 

高齢者世帯や高齢者の単身世帯が年々増加

している。そのような中、当市では市街地に

おいても高齢者の方にとっては歩いて暮らせ

る状態ではなくなってきている。高齢者の

「足」の確保に関して、東松山市の公共交通

網はどうあるべきか。見解を問う。 

 

 同じく市街地でも高齢者の皆さんの中には

「買物」にも困っている方々もおられる。こ

うした現実に対する市の考えは。 

登下校時の防犯対策として

子ども用 GPS の活用 

社会状況の変化に対応した地域公共交

通のあるべき姿について、中長期的なテー

マとして、「地域公共交通会議」で協議し

ていくことは大変重要と考える。市では現

在、将来にわたり持続可能な公共交通ネッ

トワークを形成するための、地域交通に関

するマスタープランとなる【地域公共交通

計画】の策定を進めている。 

 

現在、地域住民が市内の商店と連携し、

移動販売を実施している地区があるので、

各地区に情報共有を図ってきた。 
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質問 

学校図書室へ新聞を配備するこ

とについて（NIE の取組推進を） 

学習指導要領に、膨大な情報が行き交うネ

ット社会において情報活用能力育成のため、

新聞などの活用が初めて明記された。そして

小学校 2 紙、中学校 3 紙の配備目標が示され、

国はそのための予算190億円も確保している。

当市の現状と今後の取組は。 

 

答弁                    

現在の配置状況は、 

小学校 11 校中、4 校で図書室に 1 紙。 

中学校 5 校中、１校で専用スペースに２紙

配架している。 

  今年度は全校で新聞１紙以上を図書室等

へ配架し、来年度以降、国の計画に沿って

配架数を増やす。 

 

 

児童生徒の防犯対策として、今後先進事例

やその成果等を参考に研究していく。 

 

NIE（Newspaper in Education）とは、学習に効果があると注目されている新聞を学

校や家庭などで学習する活動のことで、世界 60か国以上で取り入れられている。 

質問 
避難所となる体育館にエアコ

ンの設置を 

避難所に指定している市所管の体育館のう

ち小中学校体育館 16 施設と市民体育館はエ

アコン未設置である。国の緊急防災減災事業

債活用が可能である。設置を早急に決断す

べき。 

答弁 

避難者の生活環境と健康

管理の観点から、設置に

向けて実現の方策を検討

する。 


